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問題Ⅰ（必須科目） 
問題文およびＡ評価答案例 



問 題 番 号 ； Ⅰ － １ (必 須 ) 答 案 使 用 枚 数 ： １ ／ ３

技 術 部 門 ： 森 林 部 門 選 択 科 目 ： 森 林 土 木 科 目

（ 1 )Ｉ Ｃ Ｔ の 活 用 に 関 す る 課 題

1 ) 森 林 情 報 の 高 精 度 化 と 共 有

森 林 情 報 に は 樹 種 。 林 例 な ど の 立 木 情 報 、 地 形 、 地

質 な ど の 自 然 的 情 報 及 び 所 有 者 。 権 利 関 係 な ど の 社 会

的 情 報 な ど 多 岐 に 及 ん で い る 。 し か し 日 本 の 森 林 は ｍ

地 形 が 急 峻 で 所 有 も 小 規 模 分 散 型 で あ る こ と か ら 精 度

が 低 い 。 今 後 は こ れ ら 情 報 を 高 精 度 化 し 、 関 係 す る 人

た ち が 利 用 す る 情 報 共 有 の 仕 組 み 作 り が 重 要 だ 。

2 ) 森 林 施 業 地 の 明 確 化 と 集 約

森 林 施 業 を 実 施 す る 際 の 所 有 界 は 、 不 在 村 者 で あ っ

た り 所 有 森 林 へ の 無 関 心 か ら 不 明 確 な こ と が 多 く あ る。

森 林 施 業 を 効 率 よ く 実 施 し 、 生 産 性 を 上 げ る た め に は、

所 有 者 を 明 確 に し 、 施 業 地 を 集 約 し て 実 施 す る こ と が

非 常 に 重 要 で あ る 。

3 ) 労 働 強 度 の 軽 減 化 と 労 災 削 減

林 業 の 仕 事 は ３ Ｋ と 言 わ れ て い る 。 林 業 従 事 者 は 高

齢 化 と 新 規 就 労 者 が 少 な い 状 況 に あ る 。 林 業 の 現 場 が

円 滑 に 運 営 さ れ る た め に は 、 活 力 が あ り 魅 力 的 で あ る

こ と が 必 要 な た め 、 ３ Ｋ の 状 況 を 少 し で も 改 善 す る こ

と が 林 業 の 発 展 に つ な が り 、 労 働 強 度 の 削 減 に も 寄 与

す る こ と と な る 。

( 2 )最 も 重 要 と 考 え る 課 題 と 解 決 策

森 林 情 報 の 高 精 度 化 と 共 有 が 重 要 と 考 え る 。 な ぜ な

ら 、 精 度 を 高 め る こ と は 、 施 業 集 約 化 の 容 易 さ へ と 繋

が り 、 正 確 な 情 報 が 労 災 削 減 へ も 貢 献 す る か ら だ 。



問 題 番 号 ； Ⅰ － １ (必 須 ) 答 案 使 用 枚 数 ： ２ ／ ３

技 術 部 門 ： 森 林 部 門 選 択 科 目 ： 森 林 土 木 科 目

1 ) レ ー ザ ー 計 測 や ド ロ ー ン の 活 用

航 空 レ ー ザ ー 計 測 や 地 上 レ ー ザ ー に よ っ て 、 微 地 形

の 把 握 な ど が 容 易 と な っ て い る 。 ま た 、 境 界 明 確 化 の

取 組 と 組 み 合 わ せ る こ と で 、 森 林 の 情 報 を か な り 高 精

度 化 す る こ と が 可 能 に な る 。 森 林 Ｇ Ｉ Ｓ 上 で 共 有 で き

る 仕 組 み を 作 り 、 森 林 施 業 に 役 立 つ も の と な る 。

2 ) ス マ ー ト フ ォ ン 、 タ ブ レ ッ ト の 導 入

通 信 エ リ ア 拡 大 に よ り 、 林 業 現 場 で の 通 信 機 器 の 利

用 が 可 能 と な る こ と が 多 く な っ て い る 。 現 場 で 森 林 施

業 を 実 施 す る 際 に 、 高 精 度 化 さ れ た 森 林 情 報 を 現 場 状

況 と 突 き 合 わ せ な が ら 進 め る こ と は 、 非 常 に 有 効 な も

の と な る 。 ま た 、 実 施 し た 結 果 を 現 場 で 直 接 入 力 す る

こ と で 省 力 化 へ も 繫 が り 、 採 算 性 の 高 い 施 業 実 施 へ と

繫 が る 。

3 ) 森 林 ク ラ ウ ド の 構 築

森 林 情 報 を 高 精 度 化 し 、 現 場 で 活 用 で き る の に 加 え

て 、 情 報 共 有 の た め に ク ラ ウ ド 化 を 提 言 す る 。 権 限 の

あ る 関 係 者 が 共 有 す る 情 報 を 得 る こ と で 、 川 上 か ら 川

下 の 連 携 も ス ム ー ズ に な り 。 無 駄 な 部 分 が 少 な く な る

こ と が 期 待 で き る 。 ま ｔ 、 情 報 も リ ア ル タ イ ム で 更 新

す る こ と で 、 最 新 の 情 報 を 利 用 す る こ と が 可 能 と な る。

( 3 ) 生 じ う る リ ス ク と 対 応

シ ス テ ム 障 害 や 通 信 不 能 が 懸 念 さ れ る 。 最 近 の あ る

携 帯 キ ャ リ ア が シ ス テ ム 障 害 を 起 こ し 、 多 く の 損 害 が

発 生 し た こ と が 確 認 さ れ て い る 。 ま た 、 通 信 設 備 の 不



問 題 番 号 ； Ⅰ － １ (必 須 ) 答 案 使 用 枚 数 ： ３ ／ ３

技 術 部 門 ： 森 林 部 門 選 択 科 目 ： 森 林 土 木 科 目

具 合 に よ り 、 ス マ ー ト フ ォ ン や タ ブ レ ッ ト に よ る 現 場

で も 、 森 林 ク ラ ウ ド が 利 用 で き な く な る こ と が 想 定 さ

れ る 。 こ の よ う な 障 害 に 対 処 す る た め に は 、 常 に 最 新

情 報 の バ ッ ク ア ッ プ を と る 仕 組 み を 確 実 に し て お く こ

と が 大 事 だ 。 ま ｔ 、 も し も の 時 に 対 応 す る た め に 、 従

来 の ア ナ ロ グ 的 な 森 林 墓 や 森 林 林 計 画 図 を 備 え て お く

こ と も 意 義 が あ る 。

( 4 ) 業 務 遂 行 に お け る 必 要 要 件

森 林 情 報 は 多 く の 個 人 情 報 を 含 む 。 取 り 扱 い に は 十

分 注 意 を 払 い 、 決 し て 個 人 情 報 が 漏 れ る こ と が な い よ

う 配 慮 し な け れ ば な ら な い 。 ま た 、 活 用 す る も の は 高

い 倫 理 感 を 持 っ て 取 り 組 み こ と が 重 要 だ 。

森 林 施 業 が 円 滑 に 進 め ら れ 森 林 の サ イ ク ル が 回 転 す

る こ と は 、 森 林 の 持 続 的 利 用 に 繫 が る 。 こ の こ と は 、

森 林 の 原 則 の 一 つ で あ る 保 続 へ と 繫 が り 、 持 続 可 能 な

社 会 の 実 現 へ 貢 献 す る も の で あ る 。

我 々 林 業 に 携 わ る 者 は 人 類 の 発 展 に 関 わ っ て い る と

い う 自 覚 と 誇 り を 持 っ て 、 取 り 組 む こ と が 非 常 に 有 意

義 で 大 切 で あ る と 考 え る 。

以 上





選択科目    
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技術部門    

専門とする事項   

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 Ⅰ－2 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字

※

（ 1  ） 木 材 の 利 用 を 促 進 す る た め の 課 題  

1  安 全 性 の 観 点  

木 材 は 燃 え や す く 、 鉄 骨 材 に 比 べ て 強 度 が 低 い た め

扱 い に く い と い う 特 徴 が あ る 。 そ の た め 、 Ｃ Ｌ Ｔ の 活

用 や 、 石 膏 ボ ー ド を 巻 い た 耐 火 木 材 等 の 加 工 に よ り 、

7 階 建 て を 越 え る 大 規 模 な 建 築 物 に 木 材 を 使 用 す る こ

と が で き る 。  

2  環 境 の 観 点  

外 国 産 木 材 は 安 い が 、 伐 採 さ れ た 後 の 植 林 が さ れ ず

に 荒 廃 地 が 広 が っ て い る 現 状 が あ る 。 木 材 利 用 の 効 果

を 最 大 化 す る た め に は 、 森 林 整 備 も 同 時 に 進 め る 必 要

が あ る 。  

3  経 済 性 の 観 点  

国 産 材 は 外 国 産 に 比 べ て 高 い た め 、 利 用 が 進 ん で い

な い 現 状 が あ る 。 こ れ は 、 日 本 の 森 林 は 急 な 山 地 に あ

る た め に 、 路 網 が 未 整 備 で あ る と 、 間 伐 や 造 林 ・ 植

栽 ・ 搬 出 に 費 用 が か か り 、 外 国 産 木 材 に 比 べ て 高 く な

る も の で あ る 。 ま た 、 安 い 外 国 産 材 よ り 、 木 材 価 格 が

低 迷 し 、 森 林 所 有 者 の 意 欲 が 低 下 し て い る こ と も 問 題

で あ る 。  

（ 2  ） 課 題 3 に 対 す る 解 決 策  

1  大 径 化 林 業  

ス ギ ・ ヒ ノ キ の 人 工 林 は 4 0 年 ～ 5 0 年 生 が 5 割 を 越

え て い る 現 状 で あ る が 、 木 材 価 格 の 低 迷 に よ り 伐 採 さ

れ て い な い 。 下 層 間 伐 に よ っ て 被 圧 木 や 劣 勢 木 を 除 去
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○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。）

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字

し 、 残 し た 優 勢 木 を さ ら に 大 径 化 す る こ と に よ っ て 木

材 の 価 値 を 高 め る の で あ る 。  

2  路 網 の 整 備 ・ 高 機 能 機 械 の 導 入  

林 道 を 整 備 し 、 高 機 能 林 業 機 械 が 導 入 で き る よ う な

環 境 を 構 築 す る 。 そ れ に よ り 、 伐 採 に か か る コ ス ト を

お さ え る こ と が で き る し 、 安 全 性 も 高 ま る た め 、 新 し

い 人 材 の 確 保 も 望 め る 。  

3  I C T ・ ド ロ ー ン の 活 用  

再 造 林 の コ ス ト 削 減 の た め 、 苗 ポ ッ ト を ド ロ ー ン で

運 ぶ 方 法 が あ る 。 ま た 、 地 理 空 間 情 報 や I C T 、 ロ ボ ッ

ト 等 の 先 端 技 術 を 活 用 し 、 森 林 施 業 の 効 率 化 ・ 省 力 化

や 需 要 に 応 じ た 木 材 生 産 を 可 能 と す る も の で あ る 。  

(  3  )  新 た に 生 じ る リ ス ク  

路 網 が 整 備 さ れ 、 木 材 の 価 値 が 上 が る と 盗 伐 が 発 生

す る リ ス ク が あ る 。 盗 伐 が 起 こ る と 林 業 の 持 続 が 困 難

に な る 。 対 策 と し て は 、 伐 採 ・ 搬 出 ガ イ ド ラ イ ン を 作

成 し 、 認 証 制 度 を 設 け る 。 ま た 、 地 籍 測 量 を 完 了 し 、

境 界 を 明 確 化 す る こ と や 、 伐 採 届 受 理 時 の 確 認 を 厳 格

化 、 事 業 体 ・ 仲 介 人 の 登 録 制 な ど が 考 え ら れ る 。 そ の

よ う な 森 林 管 理 シ ス テ ム を 構 築 す る こ と に よ り 、 盗 伐

を 防 ぐ 。  

(  4  )  業 務 遂 行 に お い て 必 要 な 要 件  

こ れ ら の 施 策 を 持 続 し て い く た め に は 、 森 林 整 備 を

進 め る と と も に 、 木 材 の 価 値 を 上 げ 、 利 用 を 推 進 す る

こ と が 重 要 で あ る 。 国 産 材 利 用 に 関 す る 技 術 の 開 発 や
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○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。）

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字

流 通 ル ー ト の 確 保 等 に か か る 費 用 は 税 金 や 寄 付 等 に よ

り 、 国 民 全 体 で 負 担 す る 必 要 が あ る 。  森 林 の 多 面 的

機 能 （ 公 益 的 機 能 ） は 広 く 国 民 が 享 受 し て い る た め 、

負 担 は 必 要 で あ る 。  

森 林 整 備 も 国 民 全 体 で 支 え る こ と が 重 要 で あ る 。 森

林 整 備 は 林 業 ・ 木 材 関 係 者 以 外 の 一 般 国 民 で あ っ て も 、

地 域 活 動 や ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 、 企 業 の C S R 活 動 等 を 通

じ て 参 加 す る こ と が で き る 。 ま た 、 国 民 が 積 極 的 に 国

産 材 を 利 用 す る こ と に よ り 、 森 林 整 備 事 業 の 継 続 が 可

能 と な り 、 森 林 整 備 と 多 面 的 機 能 の 発 揮 に 貢 献 す る こ

と に な る 。  

森 林 の 多 面 的 機 能 と 保 全 の 重 要 性 を 広 く 国 民 に 知 ら

せ 、 国 民 の 理 解 を 深 め て 、 国 民 の 意 識 を 変 え て い く こ

と が 必 要 で あ る 。  









問題文とＡ評価答案例 
（選択科目） 

～13-1 林業・林産～ 





















 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問題文とＡ評価答案例 
（選択科目） 

～13-2 森林土木～ 





問 題 番 号 ； Ⅱ － １ － １ (選 択 ) 答 案 使 用 枚 数 ： １ ／ １

技 術 部 門 ： 森 林 部 門 選 択 科 目 ： 森 林 土 木 科 目

( 1 ) 集 水 井 工 の 目 的

地 す べ り 防 止 対 策 に は 地 す べ り の 動 き を 直 接 止 め る

抑 止 工 と 地 す べ り の 要 因 と な る も の を 排 除 し た り 軽 減

す る 抑 制 工 が あ り 、 集 水 井 工 は こ の ２ つ の 工 法 を 兼 ね

る こ と が で き 、 地 す べ り 対 策 の 主 要 工 種 で あ る 。

( 2 ) 構 造 上 の 特 徴

集 水 井 は 長 方 形 を わ ん 曲 さ れ た ラ イ ナ ー プ レ ー ト と

呼 ば れ る 鋼 材 を 直 径 数 ｍ 、 深 さ 数 ｍ か ら 数 十 ｍ の 円 筒

上 に 地 面 を 掘 削 し た 内 側 に 組 み 合 わ せ た も の で あ る 。

抑 止 工 の 働 き を 強 く す る た め に は 、 更 に 補 強 リ ン グ

と 呼 ば れ る も の を ラ イ ナ ー プ レ ー ト に 配 置 し 、 地 す べ

り に 対 す る 抵 抗 力 を 高 め て い る 。

抑 制 工 の 役 割 の た め に は 、 集 水 井 の 内 側 か ら す べ り

面 に 向 か っ て 放 射 状 に 集 水 ボ ー リ ン グ を 複 数 本 配 置 し

地 下 水 を 集 め る 。 更 に 排 水 ボ ー リ ン グ を 施 工 し 、 た ま

っ た 水 を 集 水 井 外 へ 排 除 す る 。

( 3 ) 維 持 管 理 上 の 留 意 点

ラ イ ナ ー プ レ ー ト や 接 合 す る ボ ル ト 、 補 強 リ ン グ は

鋼 製 で あ る た め 、 経 年 変 化 に よ る 腐 食 が 生 じ る 。 定 期

的 に 点 検 を 行 い 、 機 能 低 下 が な い か 確 認 し 、 必 要 に 応

じ て 塗 装 や 交 換 な ど の 対 応 を 行 う こ と が 重 要 だ 。

ボ ー リ ン グ は 時 間 の 経 過 と と も に パ イ プ 内 に 泥 な ど

が つ ま っ て 、 集 排 水 が で き な く な る こ と が あ る の で 、

パ イ プ の 洗 浄 な ど の メ ン テ ナ ン ス を 行 い 、 機 能 を 維 持

す る こ と が 大 切 で あ る 。 以 上
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技術部門   森林             部門 

専門とする事項   林道のおける土工構造物の設計 

受験番号 

問題番号  Ⅱ－２－２    

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25 字 

選択科目   森林土木 

○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに 2 文字を目安とする。 

← 解答する問題番号（１又は２）を点線の枠内に必ず記入すること。 

●受験番号、技術部門、選択科目、専門とする事項及び問題番号の

欄は必ず記入すること。 

( 1 )  調 査 、 検 討 す べ き 事 項 と そ の 内 容  

・ ２ 次 災 害 の 発 生 の 恐 れ の 有 無  

・ 必 要 な 人 員 、 期 間  

・ 地 域 性 の あ る 事 項 が あ る か  

・ 被 災 構 造 物 の 種 類 （ 特 定 の 構 造 物 が 被 災 し て い る か

な ど の 傾 向 が あ る か ）  

な ど  

 

( 2 )  業 務 を 進 め る 手 順 と 項 目 毎 の 留 意 点 と 工 夫 点  

① 数 と 程 度 の 把 握  

留 意 点 ： 安 全 対 策  

工 夫 ： チ ェ ッ ク シ ー ト  

 

② 優 先 順 位 付 け  

留 意 点 ： 単 一 地 域 で 考 え な い  

工 夫 ： 軽 微 な 被 災 な ら 活 用  

 

③ 林 道 施 設 の 復 旧  

留 意 点 ： 不 確 実 性 が あ っ た ら 見 直 し （ 手 戻 り ） に な る 。  

工 夫 ： 特 殊 工 法 は 避 け る  

 

( 3 )  関 係 者 と の 調 整 方 策  

・ 役 割 分 担  

・ 口 頭 に よ る や り と り に な ら な い よ う に  

・ 情 報 共 有 の 方 法  
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○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに２文字を目安とする。 

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25 字 

・ 定 期 的 な 打 合 せ  

 

※ メ モ の み  

 



問 題 番 号 ； Ⅱ － ２ － ２ (選 択 ) 答 案 使 用 枚 数 ： １ ／ ２

技 術 部 門 ： 森 林 部 門 選 択 科 目 ： 森 林 土 木 科 目

林 道 施 設 災 害 の 広 域 支 援 業 務 に つ い て

( 1 ) 調 査 検 討 す べ き 事 項

1 ) 各 都 道 府 県 ご と の 被 害 内 容 の 把 握

豪 雨 や 地 震 に お い て は 、 隣 接 す る 県 に お い て 被 害 規

模 や 状 況 が 全 く 異 な る こ と が あ る 。 被 害 の 大 小 や 性 質

に よ っ て は 、 対 応 の 仕 方 に 違 い が 必 要 な こ と が あ る の

で 、 そ れ ぞ れ の 被 害 内 容 を 把 握 す る こ と が 重 要 だ 。

2 ) 林 道 災 害 対 応 の 各 県 の 事 情 確 認

林 道 債 は 大 規 模 に な る ほ ど 対 応 す る 事 項 が 多 く な り、

各 都 道 府 県 に よ り 市 町 村 や 関 係 者 と の 関 係 や 対 応 方 針

な ど 独 自 の 状 況 が あ る こ と か ら 、 今 後 連 携 し て 業 務 を

円 滑 に 進 め る た め に 、 そ れ ぞ れ の 業 務 の 進 め 方 を 確 認

す る 必 要 が あ る 。

3 ) 災 害 査 定 へ 向 け て の 国 な ど 関 係 機 関 と の 調 整

災 害 査 定 は 早 期 復 旧 の た め に も 、 よ り 早 く 効 率 的 に

行 わ れ る 必 要 が あ る 。 限 ら れ た 時 間 の 中 で 、 効 果 的 な

成 果 を 出 す た め に 査 定 を 実 施 す る 国 と の 綿 密 な 調 整 が

重 要 で あ る 。 更 に 査 定 に 向 け て も 資 料 作 成 な ど 市 町 村

や 測 量 設 計 者 と 連 携 す る こ と が 大 切 だ 。

( 2 ) 業 務 手 順 と 留 意 す べ き 点 、 工 夫 を 要 す る 点

1 ) 連 携 協 議 会 の 設 立

広 域 で 業 務 を 進 め る に は 各 県 の 情 報 共 有 と 意 識 統 一

が 重 要 だ 。 そ の 場 と し て 、 県 を ま た い だ 連 携 協 議 会 を

立 ち 上 げ る 。 そ し て 、 協 議 会 の 方 向 性 や 議 題 と す る 事

項 の 素 案 を 作 成 し 、 各 県 担 当 者 と 調 整 し 設 立 す る 。



問 題 番 号 ； Ⅱ － ２ － ２ (選 択 ) 答 案 使 用 枚 数 ： １ ／ ２

技 術 部 門 ： 森 林 部 門 選 択 科 目 ： 森 林 土 木 科 目

2 ) 連 携 協 議 会 の 開 催

関 係 者 と 調 整 を 図 り な が ら 会 議 を 開 催 す る 。 被 害 状

況 や 繁 忙 具 合 も あ る の で 、 対 面 に よ ら な い で リ モ ー ト

参 加 も で き る よ う に す る の が 効 果 的 だ 。 あ わ せ て 意 識

統 一 の た め に も 現 地 調 査 を 実 施 す る こ と が 有 効 だ が 、

昨 今 の コ ロ ナ 感 染 症 対 策 も 考 慮 し 、 ド ロ ー ン を 飛 ば し

て リ ア ル タ イ ム で リ モ ー ト 会 議 で 動 画 視 聴 す る 方 法 も

取 り 入 れ る こ と が 効 果 的 で あ る 。

3 ) 課 題 抽 出 と 国 な ど と の 協 議

大 規 模 災 害 の 査 定 に お い て は 、 現 地 ま で の 到 達 距 離

の 長 さ や 数 の 多 さ に よ り 、 す べ て の 現 地 査 定 が 困 難 な

こ と が あ る 。 そ の よ う な 課 題 を 抽 出 し 、 現 地 査 定 を 省

略 し て 、 そ れ に 変 わ る 資 料 の 取 り 決 め な ど を 、 国 等 と

調 整 を 行 い 、 必 要 な 査 定 を 成 し 遂 げ る 手 法 を 協 議 す る

こ と が 重 要 だ 。

( 3 ) 関 係 者 と の 調 整 方 策

林 道 は 市 町 村 管 理 で あ る こ と が 多 い た め 、 地 元 市 町

村 と は 連 携 を 密 に し 、 意 向 を よ く 取 り 上 げ る こ と が 重

要 だ 。 ま た 林 道 の 利 用 に お い て は 地 元 住 民 が 活 用 す る

こ と が 多 い た め 、 あ ら か じ め 情 報 提 供 を し な が ら 、 今

後 も 含 め た 利 用 状 況 を 確 認 す る こ と が 大 切 だ 。

災 害 復 旧 工 事 の 際 に は 流 木 や 残 土 が 発 生 す る こ と が

あ る の で 、 施 工 業 者 の 団 体 な ど と 調 整 し た り 、 木 や 土

の 活 用 情 報 の 共 有 の た め の サ イ ト を 設 け る な ど を 行 う

こ と で 、 よ り 円 滑 な 実 施 が 可 能 と な る 。 以 上





選択科目    
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技術部門    

専門とする事項   

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 Ⅲ－1 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字

※

（ 1  ） 技 術 的 課 題  

1  景 観 が 悪 く な る （ 文 化 的 観 点 ）  

太 陽 光 パ ネ ル は 鏡 の よ う に 光 る た め 、 明 度 が 高 く 、

林 地 内 に 設 置 さ れ る と 違 和 感 が あ り 景 観 が 悪 く な る 。

私 の 地 元 の 三 重 県 志 摩 市 で は 観 光 地 で あ り な が ら 、 無

計 画 に 太 陽 光 パ ネ ル が 設 置 さ れ 、 景 観 悪 化 の 問 題 が 生

じ た 。 そ こ で 、 条 例 に よ り 設 置 の 制 限 と 厳 格 な 設 置 基

準 が 定 め ら れ た が 、 既 に 設 置 さ れ た 太 陽 光 パ ネ ル の 撤

去 に ま で は 至 っ て お ら ず 問 題 と な っ て い る 。 こ の よ う

な 問 題 は 各 地 で 起 こ っ て い る 。  

2  土 砂 災 害 の 恐 れ (  土 木 的 観 点 )  

林 地 内 の 立 木 が 伐 採 さ れ る こ と に よ り 、 立 木 の 根 系

の 緊 縛 力 が 失 わ れ 、 土 砂 が 流 出 し や す く な る 。 そ の た

め 、 土 砂 災 害 の 懸 念 が あ る 。 適 切 な 土 砂 災 害 防 止 の 対

策 が 必 要 と さ れ る 。  

3  管 理 に つ い て (  持 続 的 観 点 )  

太 陽 光 パ ネ ル 設 置 事 業 は 投 資 目 的 で 実 施 さ れ る も の

が あ り 、 投 資 目 的 が 達 成 で き た 段 階 で 放 置 さ れ る 恐 れ

が あ る 。 ま た 、 林 地 内 は 適 切 な 除 草 や 清 掃 等 、 平 地 よ

り も 管 理 に 手 間 が か か り 、 太 陽 光 パ ネ ル の 部 品 交 換 も

定 期 的 に 必 要 な た め 、 将 来 放 置 さ れ る 可 能 性 が 高 い 。

放 置 さ れ る と 林 地 の 環 境 が 悪 化 す る 懸 念 が あ る 。  

（ 2  ） 最 も 重 要 と 考 え る 課 題 （ 土 砂 災 害 の 恐 れ ）  

以 下 の よ う な 対 策 を 行 う こ と に よ り 、 土 砂 災 害 を 防

止 す る 。  
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○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。）

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字

1  表 土 崩 壊 の 予 防  

失 わ れ た 森 林 の 公 益 的 機 能 で あ る 保 水 効 果 を 補 い 、

災 害 防 止 を 図 る た め 、 パ ネ ル の 下 の 地 面 に 養 生 マ ッ ト

を 配 置 す る 。 筋 工 や 柵 工 に よ り 、 表 面 水 を 分 散 さ せ 、

水 路 工 や 暗 渠 工 を 設 置 し て 、 雨 水 を 早 期 に 排 出 で き る

よ う に す る 。 太 陽 光 パ ネ ル を 森 林 に 設 置 す る 場 合 に は

以 上 の よ う な 表 土 崩 壊 予 防 対 策 を 義 務 づ け る も の と し 、

適 切 に 対 策 工 事 を 実 施 す る こ と に よ り 、 表 土 崩 壊 を 予

防 し 、 土 砂 災 害 を 防 止 す る 。  

2  太 陽 光 パ ネ ル の 制 限  

そ も そ も 、 太 陽 光 パ ネ ル を 森 林 に 設 置 す る こ と を 制

限 し 、 管 理 す る こ と で 、 数 を 減 ら す 。 前 述 の 災 害 予 防

工 事 を 確 実 に 実 施 で き る 業 者 の み が 設 置 で き る も の と

し 、 厳 し い 条 件 を 定 め て 許 可 制 と す る も の で あ る 。  

3  治 山 施 設 工 事 と 合 わ せ て 実 施  

太 陽 光 パ ネ ル を 設 置 す る と 、 森 林 の 浸 透 能 力 が 下 が

り 、 流 域 の 流 量 が 増 加 す る 可 能 性 が あ る た め 、 治 山 ダ

ム や 山 腹 工 等 を 組 み 合 わ せ て 実 施 す る 。 治 山 施 設 に よ

り 森 林 の 機 能 を 補 い 、 災 害 を 予 防 す る 。  

(  3  )  生 じ う る リ ス ク  

す べ て の 解 決 策 を 実 行 し て も 生 じ う る リ ス ク と し て

考 え ら れ る こ と は 、 違 法 設 置 で あ る 。  

 太 陽 光 パ ネ ル が 投 資 目 的 で 設 置 さ れ る こ と が あ る た

め 、 利 益 を 優 先 す る た め に 申 請 を せ ず に 無 許 可 で 森 林

を 伐 採 、 太 陽 光 パ ネ ル を 設 置 し 、 土 砂 災 害 を 引 き 起 こ
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○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。）

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字

す 可 能 性 が あ る 。  

 こ れ を 防 ぐ た め に は 、 以 下 の 対 策 が 考 え ら れ る 。  

1  森 林 管 理 シ ス テ ム の 構 築  

 森 林 を 対 象 と す る 林 地 開 発 、 太 陽 光 パ ネ ル を 設 置 す

る と い う 届 出 受 理 時 の 確 認 を 厳 格 化 し 、 ガ イ ド ラ イ ン

を 作 成 し て 、 認 証 制 度 を 確 立 す る 。 事 業 体 ・ 仲 介 人 を

登 録 制 と し 、 森 林 管 理 シ ス テ ム を 構 築 す る 。  

2  責 任 の 明 確 化  

 太 陽 光 パ ネ ル を 設 置 す る 業 者 の 責 任 を 明 確 化 し 、 違

反 し た 場 合 は 厳 し い 罰 則 ・ 罰 金 を 設 け る 。 こ の こ と を

広 く 知 ら せ る こ と で 、 違 法 設 置 す る こ と の 抑 止 に つ な

げ る も の で あ る 。  

3  森 林 整 備 の 実 施  

 森 林 所 有 者 が 林 業 経 営 へ の 意 欲 や 能 力 を 失 っ た な か

で 、 安 易 に 違 法 業 者 に 森 林 を 売 っ て し ま う こ と が 考 え

ら れ る 。 森 林 整 備 を 進 め る こ と で 、 森 林 所 有 者 の 安 易

な 売 却 を 防 ぎ 、 適 切 な 森 林 育 成 に つ な げ る も の で あ る 。  

  

 

 

 

 

 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問 題 文 
（選択科目） 

～13-3 森林環境～ 
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